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おく程だった。しかし、それだけではだめだと思い、由来や栽培法も学んだ
のだった。この札幌大球は、レート・フラット・ダッチにアーリーサマーなど
を交配し、北海道の春まき秋どり品種として土着順化したものである。カタ
ログには、明治40年ごろに札幌大玉として登場し、札幌大球としては、昭和
初期に記載されている（土肥、2002）。
　栽培は、5月中旬～下旬に播種、6月中旬～下旬に定植、10月中旬～11月上
旬に収穫する。何しろ、草姿が大きいので、畝幅120㎝、株間100cmで栽培す
る。また、根こぶ病の発生を防ぐために、輪作し、土壌の管理も行うことなど
が重要である。元肥には、たい肥（なるべく完熟なもの）を3～4kg／㎡施し、
化成肥料（N：P：K＝8-8-8）を150g／㎡混ぜる。追肥は、定植後20日、40日、60
日・・・などに、化成肥料30g／㎡を散布し、軽く土寄せをする。収穫は、球の
大きさが十分となり、軽く触ってみて、弾力が出てきたらOKである。この札
幌大球も、やはり大きすぎて改良しなければならないが、しかし、やはりこの
大きさもこの品種特有のものなので、慎重に扱う必要があろう。現在、栽培
は限られているが、漬物用として栽培が続けられている。いつまでも、この
品種が栽倍されることを望む。
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1．はじめに
　エゴノキ（Styrax japonica）はエゴノキ科エゴノキ属の落葉小高木である。
北海道（日高地方）、本州、四国、九州、沖縄のほか、朝鮮半島、中国等にも分布
している。関東地方やその周辺では雑木林や谷沿い等、人里から山野にふつ
うにみられる。春に芳香のある白い花を枝先に垂れ下がるように咲かせ（写
真1）、やがて青白い実をつける。
　エゴノキは公園樹や庭木として使われる
ほか、街路樹などでもたまに見ることがあ
る。雑木林に自生することから雑木の庭に
植えられるほか、ほのかに香る清楚な白い
花は日本庭園にもよく似合う樹木である。
2．エゴノキの特徴
　エゴノキは、枝から垂れ下がる花や実を見れば、すぐにそれとわかる。しか
し、葉を一枚だけ取ってみるとその形に特徴が少なく、エゴノキと言い当てる
ことはなかなか難しいかもしれない。葉の縁の鋸歯は浅く、ほとんど無いよ
うに見えるものもある。よく見れば葉の裏や葉柄に茶褐色の星状毛（一点か
ら放射状に伸びている数本の微細な毛の束）が生えているのがわかるが、星
状毛の存在を知っていなければ気づくのは難しい。しかし、葉を一枚ではな
写真1　エゴノキ（花）
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く、枝ごと観察してみると、節（せつ：葉柄の
付く茎や枝の部分）に米粒のような小さな
芽がついているのがわかる（写真2）。これ
は側芽で、この状態で冬を越すから冬芽で
もある。また、芽が鱗片葉に包まれておら
ず剥き出しとなっていることから裸芽とさ
れる。エゴノキの裸芽には星状毛が密生し
ており、これが鱗片葉の代わりに芽を寒さや虫から保護する役割を担ってい
る。エゴノキは節に必ずこの裸芽がついているため、落葉後も容易に見分け
ることができる。
　ただし、野山や公園に生えている株を観察している場合、冬芽のような細
かいところを見なくても、幹肌を見ればエゴノキとすぐに分かる。エゴノキ
の幹肌は、通常は黒くて滑らかで、ほかにこのような樹種は見当たらない。
サルスベリやヒメシャラ等のように、樹皮がはがれて美しい模様になるもの
はよく知られているが、エゴノキの幹も十分に鑑賞対象になる。
　同じエゴノキ属にハクウンボクという落葉高木がある。葉は大形で円形
に近く、葉の先には顕著な鋸歯がある。花のつき方も、多くても5、6個ずつ垂
れ下がるエゴノキに対して、20個ほどの花が穂のようになって垂れ下がるハ
クウンボクとの違いは一目瞭然である。ただし、花のつき方は違うが、一つ
一つの花や実はよく似ている。
3．エゴノキの名前の由来
　エゴノキの名前の由来は、実の皮がえぐいことからというのが一般的であ
る。別名の「ロクロギ」は、この木の材が番傘のロクロ （ 傘の骨と支柱をつな
ぐ部品で傘の開閉時に上下に動かすもの ） に用いられていた、あるいは、ろ
くろ細工に使われた等の説がある。「ちさ／ちしゃのき／ずさ」等の別名もあ
る。これは、中国地方の方言の「ちなり（乳成り）のき」が転化したものという
説がある。「ちなりのき」は、白い実がたわわに実っている様子からきたもの
であろう。また、「根株からたくさんの萌芽枝が発生する様子（子沢山）から、
九州地方ではコヤス（子安）、コヤスノキ」（鈴木・福田、2012）と呼ばれていた
写真2　エゴノキ（側芽）
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ようである。
　万葉集には「やまぢさ」もしくは「ちさのはな」という呼び方で、三種ほど詠
まれている。一般的にはそれらはエゴノキを指していると考えられている。
しかし、牧野富太郎はその著書の中で、それらをいずれもイワタバコである
と断定している。仮に牧野の説が正しいのであるならば、多くの植物が詠ま
れている万葉集の中で、エゴノキは登場しないことになる。先にも述べたよ
うに、エゴノキは人里にふつうにみられる植物であり、清楚な花とその香り
から、万葉人の目にも触れていたと考える方が自然であるのだが、はたして
万葉集の「ちさ」はどの植物を指しているのであろうか。
　ちなみに、単に「ちさ／ちしゃ」といった場合、野菜のチシャ（レタス）を指
すことが多いようだ。ムラサキ科の落葉高木のチシャノキは、若葉が食べ
られることからその名がついたようである。そのほか、クスノキ科のアブラ
チャンもチシャノキと呼ばれることがある。
4．エゴノキの果実の毒性と毒流し漁
　エゴノキの実、特に果皮にはエゴサポニンと呼ばれる成分が多く含まれて
おり、これが名前の由来となる‘えぐみ’をもたらしている。「この実をすりつ
ぶして水に溶かすと、サポニンには界面活性作用があり、よく泡立つことか
ら、実際にせっけんのかわりに使われたこともあり、セッケンノキ（福井、大
分、鹿児島）やシャボンノキ（福島）、シャボンダマ（茨城、千葉）、サボン（石川）
などの名がある」（鈴木・福田、2012）。ムクロジ、トチノキ、草本植物のサボン
ソウ等もサポニンを多く含んでおり、同様に昔から石鹸として利用されてき
た。
　このサポニン、今日では石鹸としての利用よりも、「魚毒作用があること
から、昔、魚の捕獲（毒流し漁）に使われた」（鈴木・福田、2012）、ということの
方が注目されているようであり、多くの資料で同様の内容が説明されてい
る。一方、「これの果実を魚毒にする事実は一般には知られていない」（前川、
1981）とする説もある。もちろん、現在では法律によりこのような行為は禁
止されており、自然保護の観点からもほとんど行われていないはずである。
それだけに、毒流し漁は謎めいており、人々の興味を引いているようである。
図4　Acontium `Newry Blue´
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この点について、植松（2000）は、奄美大島での地元漁師への聞き取り調査に
基づき、次のように述べている。すなわち、干潮時に、エゴノキの実をすり潰
した汁をサンゴ礁の水たまりに流すと、魚が麻痺して浮き上がってきて、こ
れを捕獲する。しかし、捕獲した魚を新しい水に放してやると、たちまち息
を吹き返して泳ぎ始める。したがって、魚をすべて毒殺してしまうような漁
ではなかったということである。
　エゴノキの実による毒流し漁の存在は確認された。しかし、サポニンは種
子捕食者に消化阻害や消化管損傷などの毒性作用を示す（村上ら、2006）と
され、そのサポニンが魚を殺すに至らないという点については、やや疑問の
残るところである。さらに、鳥は食べても大丈夫なのだろうか、という疑問
も残る。実際に、落葉後に枝にぶら下がったエゴノキの実を数羽のヤマガラ
がついばんでいるのを見て、冬鳥の貴重な食料になっているのだと実感した
ことがある。橋本ら（2001）は、ヤマガラは毒のあるエゴノキの果皮を除去し
て種子の胚乳だけを食べ、また、種子の一部を貯蔵したことを観察したこと
から、ヤマガラは三宅島においてエゴノキの種子散布者として機能している
可能性が高い、と述べている。一方、村上ほか（2006）によると、果皮を除去
したエゴノキの種子は果実のままよりも発芽率が有意に高く、また、果皮に
含まれるサポニンの量は果実が落下すると急激に減少することから、サポニ
ンが発芽を抑制しているとは考えにくいとしている。以上のことから、ヤマ
ガラは果皮の除去や種子の貯蔵によりサポニンの毒性を避けて食料として
いる。また、エゴノキの方は、種子が成熟するまでサポニンにより果実を保
護し、種子の成熟後はヤマガラによって発芽率がより高い状態で貯蔵散布し
てもらうことができる。つまり、ヤマガラとエゴノキは果実を通して共生関
係にあるといえる。
5．エゴノキと虫
　エゴノキと関係を持っている動物はヤマガラだけではない。エゴノキの
花が終わる頃、枝先に花のようなものがもう一種類付いていることがある。
それはバナナのような形の袋状のもので、初めて見た時、果実の出来損ない
かとも考えたが、エゴノキの実とは明らかに異なる。後日、それがエゴノネ
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コアシと呼ばれる虫こぶで、その中にエゴノネコアシアブラムシが寄生して
いるということがわかった。7月頃、虫こぶの先端からエゴノネコアシアブラ
ムシが出てきて、イネ科のアシボソに飛んで行き世代交代を繰り返した後、
秋にエゴノキに戻ってきて側芽に卵を産み、翌年ふたたびエゴノネコアシが
できる、というサイクルになっているそうである。エゴノキ、アシボソ、いず
れも雑木林や人里等、生育環境は同様であり、エゴノネコアシアブラムシに
とっても都合のよいことであろう。
　一方、梅雨から初夏にかけて、果実だけでなく葉を丸めたもの（揺籃／よう
らん）もぶら下がっている様子を見かけることがある。これは、エゴツルク
ビオトシブミ（写真3）の仕業であり、揺籃の中に卵をうみつけ、この中で幼
虫がかえり、蛹になり、羽化して飛び立っていく。オトシブミの仲間には、揺
籃をぶら下げておくものと、切り落としてしまうものがある。後者は、切り
落とすことによって植物が生成する寄生者
にとっての毒性成分から幼虫を守ることに
なるが、地面の上では外敵に狙われる危険
が高くなる。一方、エゴツルクビオトシブ
ミは前者であり、ぶら下げておくことによ
り外敵からの危険は減少するかもしれない
が、幼虫に対するサポニンの影響はないの
であろうか。
6．エゴノキの園芸品種
　エゴノキは園芸品種としての改良はあまり進んでいない。よく見られる
ものとしては、‘ベニバナエゴノキ’（‘Roseus’）、あるいは、‘ピンク・チャイム
ス’（‘Pink Chimes’）等がある。紅花をつけるエゴノキは1976年以前に日本
で発見され、イギリスでピンク・チャイムスと名付けられたようである。両
者は園芸品種名が異なるが、ベニバナエゴノキは紅花のグループの総称であ
る。この他、成長が極めて遅い矮性の‘イッサイエゴノキ’（’Issai’）という園
芸品種も流通している。
　変わり物としては、枝垂れるタイプの‘シダレエゴノキ’（‘Pendulus’）や、突
写真3　エゴツルクビオトシブミ
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然変異によって発生した畸型的品種の‘ガンボクエゴノキ’（‘Zigzag’）が知ら
れている。特に後者は、世界に1本のみ実在する珍木といわれ、岩手県の天
然記念物（大籠のガンボクエゴノキ）に指定されている。この個体は、「どの
枝も電光形に折れ曲がり、秋の空を渡る雁の群（雁行）のように見えるのでガ
ンボク（雁木）の名が付いたものである。ガンボクエゴノキの一世は、昭和43
年（1968）に多量の開花を見たあと、衰勢に傾き、昭和47年に枯死してしまっ
た。その原因はナラタケの菌糸の寄生によるものであった。二世木は、一世
木のヒコバエを移植して育てたものである。この木は、エゴノキが雁木状に
折れ曲がるという奇形に加えて、花が八重咲きという珍木である」（岩手県政
策地域部NPO・文化国際課）。
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